
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロントパネルに形成されたレンズマウント面に対する撮像素子の光軸方向の距離を調
整可能に構成したビデオカメラにおいて、
　上記フロントパネルの内側で、光軸の外周に回転自在に取り付けた調整リングに円周方
向に３分割されたラセン状の３つのカムを形成し、
　撮像素子を保持した撮像素子ホルダーに円周方向に３分割された３つのカム従動部を形
成し、
　上記３つのカム従動部を圧着手段によって上記調整リングの３つのカムに光軸方向の前
方側から圧着させた
ことを特徴とするビデオカメラ。
【請求項２】
　フロントパネルに形成されたレンズマウント面に対する撮像素子の光軸方向の距離を調
整可能に構成したビデオカメラにおいて、
　上記フロントパネルの内側で光軸の外周に形成された円筒部と、
　上記円筒部の円周上の３分割位置に光軸方向と平行に形成された３つのガイド溝と、
　上記円筒部の外周に回転自在に取り付けられた調整リングと、
　上記調整リングのフロントパネル側で、上記円筒部の外周位置に形成され、円周方向に
３分割されたラセン状の３つのカムと、
　撮像素子を保持し、上記円筒部内に挿入されて光軸方向に移動自在に構成された撮像素
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子ホルダーと、
　上記撮像素子ホルダーの外周に形成されて上記円筒部の３つのガイド溝内に挿入されて
光軸方向に移動自在に構成されたバネ受け兼用の３つのカム従動部と、　上記フロントパ
ネルと上記撮像素子ホルダーの３つのカム従動部との間に介在されて、その３つのカム従
動部を上記調整リングの３つのカムに光軸方向から圧着する３つのカム圧着バネとを備え
た
ことを特徴とするビデオカメラ。
【請求項３】
　上記カム従動部が光軸方向に対して直角状で、かつ、放射線状に形成されたバネ受板と
、そのバネ受板の上記フロントパネル側のほぼ中央部に形成されたバネ係止部と、そのバ
ネ受板の上記調整リング側のほぼ中央部に上記放射線状に形成されたカム従動用リブを備
えた
ことを特徴とする請求項 に記載のビデオカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えばＣＣＤカメラに適用するのに最適なビデオカメラにおいて、特に、フロ
ントパネルに形成されたレンズマウント面に対するＣＣＤ等の撮像素子の光軸方向の距離
を調整するための技術分野に属するものである。
【０００２】
【従来の技術】
本発明の出願人は特願平５－２５８８４８号等によって、ビデオカメラの一例であるＣＣ
Ｄカメラを先に出願している。そして、図５１～図５３に示すように、この先願例のＣＣ
Ｄカメラ１は、外装部品をフロントパネル２と、カメラケース３と、リアパネル４との３
分割に構成している。そして、フロントパネル２はアルミダイキャスト等のダイカスト部
品で構成されるか、又はそのダイカスト部品で構成されたフロントパネルシャーシの外側
に合成樹脂等のモールド部品で構成されたフロントパネルカバーを被せた構造を採用し、
カメラケース３は板金等で構成された上ケースと下ケースとによって構成し、リアパネル
４は板金等で構成されたリアパネルシャーシの外側にモールド部品で構成されたリアパネ
ルカバーを被せた構造を採用している。そして、フロントパネル２の外側面である前面２
ａで、光軸Ｐの周りに環状のレンズマウント面５がその光軸Ｐに対して直角状に形成され
ていて、そのレンズマウント面５の内周にはレンズ取付け用ネジ穴等のレンズ取付部６が
形成されている。そして、そのレンズマウント面５にＣマウントレンズやＣＳマウントレ
ンズ（何れも図示せず）等のレンズが脱着可能に取り付けられるように構成されている。
【０００３】
そして、このＣＣＤカメラ１には、レンズマウント面５に脱着可能に取り付けられるレン
ズの種類（ＣマウントレンズやＣＳマウントレンズ等）に応じて、撮像素子であるＣＣＤ
のレンズマウント面５に対するフランジバック距離を調整するためのフランジバック距離
調整機構１１がフロントパネル２の内側に組み込まれている。このフランジバック距離調
整機構１１はＣＣＤ１２と、撮像素子ホルダーであって合成樹脂でほぼ円形状に成形され
たＣＣＤホルダー１３と、合成樹脂で円形状に成形された調整リング１４と、ＣＣＤホル
ダー１３の外周に円周方向に２分割された１８０°間隔で一体成形された一対のカム従動
部１５を調整リング１４の内周で光軸Ｐ方向の前方側である矢印ａ方向側に円周方向に２
分割された１８０°間隔でラセン状に一体成形された一対のカム１６に光軸Ｐ方向の後方
側である矢印ｂ方向に圧着するカム圧着手段である圧縮バネからなる一対のカム圧着バネ
１７と、板金等で構成されて調整リング１４を矢印ｂ方向側から押え込むリング押え部材
であるリング押え板１８と、調整リング１４のロック部材１９等の多数の部品を備えてい
る。なお、ＣＣＤ１２はフィルターブラケット２０、フィルター２１、シールゴム２２、
ＣＣＤブラケット２３、ＣＣＤ基板２４等と一体にＣＣＤホルダー１３の光軸Ｐ上に組み
込まれている。
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【０００４】
そして、フロントパネル２の内側である後面２ａの光軸Ｐの外周に形成された円筒部２５
の内外に圧着バネ１７、ＣＣＤホルダー１３、調整リング１４、リング押え板１８、ロッ
ク部材１９等の順に矢印ａ方向に順次組み込み、最終的にリング押え板１８の４隅を４本
の止ネジ２６によってフロントパネル２の後面２ａに一対のカム圧着バネ１７の圧縮反発
力に抗してネジ止めして組立てを完了している。なお、ロック部材１９はフロントパネル
２の側面２ｃに光軸Ｐに対して直角な横方向から取り付けられた１本の押ネジ２７によっ
て調整リング１４に横方向から圧着されるように取り付けられる。
【０００５】
そして、このフランジバック距離調整機構１１は、調整リング１４の外周の上下２箇所が
フロントパネル２の上下両面２ｄに形成された上下一対のスリット２８の上下に露出され
ていて、その露出部において調整リング１４を回転調整することにより、一対のカム１６
と、その一対のカム１６にＣＣＤホルダー１３の一対のカム従動部１５を圧着している一
対のカム圧着バネ１７との共働作用によってＣＣＤホルダー１３を光軸Ｐに沿って矢印ａ
、ｂ方向に平行に移動調整するようにして、レンズマウント面５に対するＣＣＤ１２のフ
ランジバック距離を調整することができるように構成したものである。なお、リアパネル
４にはコネクター３１、端子台３２、スイッチ３３やボリューム３４等が取り付けられて
いる。
【０００６】
そして、この先願例のＣＣＤカメラ１では、図４９及び図５０に示すように、ＣＣＤホル
ダー１３の一対のカム従動部１５のそれぞれに光軸Ｐ方向の高さＨ 1  、Ｈ 2  が異なる２本
のカム従動用リブ１５ｃを放射状に一体成形して、これら２本のカム従動用リブ１５ｃを
一対のカム圧着バネ１７によって調整リング１４の一対のカム１６に形成されていて光軸
Ｐ方向における高さ及び傾斜角度が異なる３つのカム傾斜面１６ａ、１６ｂ、１６ｃに矢
印ｂ方向から圧着させていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従って、この先願例のＣＣＤカメラ１におけるフランジバック距離調整機構では、調整リ
ング１４の円周方向に２分割された一対のカム１６におけるそれぞれのカム傾斜面１６ａ
、１６ｂ、１６ｃに対してＣＣＤホルダー１３の円周方向に２分割された一対のカム従動
部１５の合計４つのカム従動用リブ１５ｃを接触させた４点接触方式で、ＣＣＤホルダー
１３の平衡を保つように設計したものであるが、この４点接触方式では、実際には、４点
が常時接触しているのではなく、４点のうちの３点が代わる代わる接触することによって
平衡を保つものであり、４点のうちの１点は常に浮いてしまうことになる。従って、４点
のうちのどの３点で平衡を保つかによってＣＣＤホルダー１３に微細な振れが発生してし
まう。また、調整リング１４の３つのカム傾斜面１６ａ、１６ｂ、１６ｃのうち、微調整
用の緩斜面に形成されているカム傾斜面１６ａ、１６ｂと粗調整用の急斜面に形成されて
いるカム傾斜面１６ｃとでは傾斜角度が異なっていて、一対のカム従動部１５における２
つのカム従動用リブ１５ｃの高さＨ 1  、Ｈ 2  はカム傾斜面に合せて設計されているので、
これら２つのカム従動用リブ１５ｃはそのカム傾斜面１６ａ、１６ｂ上では安定するもの
の、急斜面に形成されているカム傾斜面１６ｃ上では不安定になる。更に、図５０の（Ｂ
）に示すように、その２つのカム従動用リブ１５ｃがカム傾斜面１６ａと１６ｂ及び１６
ｃと１６ｂとの傾斜が切り替わる点１６ｄで跨がる時には、一対のカム従動部１５に無理
な傾き力が生じて、ＣＣＤホルダー１３が不安定な状態に陥る。そして、ＣＣＤホルダー
１３に発生する振れ等の不安定要素は、即ＣＣＤ１２の面振れとなり、画質の劣化につな
がるので、重大な問題である。
【０００８】
本発明は上記の問題を解決するためになされたものであって、撮像素子のフランジバック
距離の調整を常に安定して行えるようにしたビデオカメラを提供することを目的としてい
る。
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【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するための本発明のビデオカメラは、調整リングのカム及び撮像素子ホ
ルダーのカム従動部を共に円周方向に３分割し、これら３つのカム従動部を圧着手段によ
って３つのカムに光軸方向の前方側から圧着させたものである。
【００１０】
上記のように構成された本発明のビデオカメラは、撮像素子ホルダーのカム従動部を調整
リングのカムに常に３点で接触させることができるので、撮像素子ホルダーの平衡を常に
安定して維持することができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をＣＣＤカメラに適用した実施の形態を図を参照して次の順序で説明する。
なお、図５１～図５３等で説明した先願例と同一構造部には同一の符号を用いて重複説明
を省く。
（１）・・・　ＣＣＤカメラの外装部品の説明
（２）・・・　カメラケースの説明
（３）・・・　カメラケースの導通に関する説明
（４）・・・　フロントパネルの説明
（５）・・・　コネクター及び端子台の説明
（６）・・・　フランジバック距離調整機構の説明
（７）・・・　ロック部材の説明
【００１２】
（１）・・・　ＣＣＤカメラの外装部品の説明
まず、図１～図１４に示すように、ＣＣＤカメラ１の外装部品はフロントパネル２と、カ
メラケース３と、リアパネル４との３分割に構成されている。そして、フロントパネル２
はアルミダイカスト等のダイカスト部品で構成されたフロントパネルシャーシ２Ａの外側
に合成樹脂等のモールド部品で構成されたフロントパネルカバー２Ｂを被せた構造に構成
され、カメラケース３は後述する塗装剛板である板金で構成された上カメラケース３Ａと
下カメラケース３Ｂで構成され、リアパネル４はモールド部品の単品で構成されている。
そして、フロントパネル２のフロントパネルシャーシ２Ａに、レンズ取付部６を有するレ
ンズマウント面５が一体に形成されていて、そのフロントパネルシャーシ２Ａとフロント
パネルカバー２Ｂとは後述するように係止爪と爪止め部との係合によって脱着可能に結合
されている。そして、カメラケース３の上カメラケース３Ａと下カメラケース３Ｂとはこ
れらの下面側において前後各一対の止ネジ４４、４５によって脱着可能に締結されると共
に、その前端部の一対の止ネジ４６による共締め構成と、上面側の前端部に配置した一対
の止ネジ５３とによってこれら上カメラケース３Ａ及び下カメラケース３Ｂがフロントパ
ネルシャーシ２Ａの後端に脱着可能に締結されている。そして、リアパネル４は左右両側
面において一対の止ネジ４７によって上カメラケース３Ａの後端に脱着可能に締結されて
いる。
【００１３】
そして、フロントパネル２及びカメラケース３の上下両側でフロントパネル２からカメラ
ケース３にかけて形成された上下一対の凹部５１に上下一対のスリット２８が光軸Ｐに対
して直角状に形成されていて、その上下一対のスリット２８に調整リング１４の上下両側
が露出されている。また、カメラケース３の一方の側面にはレンズコネクター５２やＡＵ
ＴＯ－ＩＲＩＳ等のスイッチ５３が配置されていて、リアパネル４には映像信号入出力用
のＢＮＣコネクター３１、２連の端子台３２、ＣＣＤ－ＩＲＩＳ等のスイッチ３３、複数
のボリューム３４及びグランド引出し用ネジ３８等が配置されている。なお、図３及び図
４に１点鎖線で示すように、カメラケース３の上面又は下面にはカメラスタンド５４が止
ネジ４６の共締め等によって脱着可能に取り付けられる。
【００１４】
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（２）・・・　カメラケースの説明
次に、図７～図２１に示すように、外装部品であるカメラケース３の上カメラケース３Ａ
と下カメラケース３Ｂは板金のプレス加工部品を用いたものであり、上カメラケース３Ａ
は上面部３Ａ 1  と、左右両側板部３Ａ 2  と、左右一対の下面部３Ａ 3  とによって全体とし
てほぼ直方体形状に構成されていて、左右一対の下面部３Ａ 3  間には光軸Ｐと平行な開口
３Ａ 4  が形成されている。また、外装部品であるカメラケース３の下カメラケース３Ｂも
板金のプレス加工品が用いられていて、その下カメラケース３Ｂは下面部３Ｂ 1  の左右両
側には肉厚相当分の段差で上方に屈曲されて水平に形成された左右一対の段差部３Ｂ 2  が
形成され、更に、その左右一対の段差部３Ｂ 2  の左右両側縁から上方に垂直状で、かつ、
光軸Ｐと平行状に立ち上げられた左右一対のカメラシャーシ３Ｃがシャーシ構造部に構成
されている。
【００１５】
そして、左右一対のカメラシャーシ３Ｃの内側にプリント基板で構成された信号処理系の
基板であるＰＳ基板６１やＰＲ基板６２等が光軸Ｐと平行状で、脱着可能に取り付けられ
、これら左右一対のカメラシャーシ３Ｃの後端側にプリント基板で構成されたコネクター
基板であるＣＴ基板６３が光軸Ｐに対して直角状で、脱着可能に取り付けられている。こ
の際、ＰＳ基板６１及びＰＲ基板６２はこれらの後端６１ａ、６２ａを左右一対のカメラ
シャーシ３Ｃの後端部に形成した水平折曲げ部６４のスリット６５に挿入して位置決めし
、これらＰＳ基板６１及びＰＲ基板６２の下端６１ｂ、６２ｂを下カメラケース３Ｂの左
右一対の段差部３Ｂ 2  の上方に切り起された複数の位置決め用突起６６で位置決めし、こ
れらＰＳ基板６１及びＰＲ基板６２の前端６１Ｃ、６２Ｃのみを左右一対のカメラシャー
シ３Ｃの前端側に形成されたネジ止め部６７にそれぞれ１本の止ネジ６８によって脱着可
能にネジ止めしている。但し、ＰＲ基板６２のネジ止め部６７は、板金のプレス加工部品
であるコネクター受板６９に形成されていて、このコネクター受板６９は２本の止ネジ７
０で一方のカメラシャーシ３Ｃにネジ止めされている。そして、このコネクター受板６９
にはＰＲ基板６２の位置決め用突起７１も形成されている。そして、このＰＲ基板６２の
側面にレンズコネクター５２及びスイッチ５３がマウントされていて、レンズコネクター
５２がコネクター受板６９で支持されている。そして、上カメラケース３Ａを下カメラケ
ース３Ｂの外側に組み付けることによって、これらレンズコネクター５２及びスイッチ５
３を上カメラケース３Ａの左右両側板部３Ａ 2  に形成した窓穴７２から外方に露出させる
ように構成されている。また、ＣＴ基板６３はその下端６３ａの一部を下カメラケース３
Ｂの一方の段差部３Ｂ 2  から上方に立ち上げた垂直曲げ部７３に形成されたスリット７４
に挿入して位置決めし、その上端６３ｂを左右一対の止ネジ７５によって左右一対のカメ
ラシャーシ３Ｃの後端に形成された一対のネジ止め部７６に脱着可能にネジ止めしている
。
【００１６】
そして、このようにして、ＰＳ基板６１、ＰＲ基板６２及びＣＴ基板６３を左右一対のカ
メラシャーシ３Ｃに組み付けた後に、上カメラケース３Ａを下カメラケース３Ｂの外側に
光軸Ｐと平行に挿入して、上カメラケース３Ａの左右一対の下側板部３Ａ 3  を下カメラケ
ース３Ｂの左右一対の段差部３Ｂ 2  の下側に回り込ませて、これら上カメラケース３Ａと
下カメラケース３Ｂを締結することによって、カメラケース３の組立てを完了する。そし
て、その組立て完了状態では、下カメラケース３Ｂに一体に形成された左右一対のカメラ
シャーシ３Ｃを上カメラケース３Ａで完全に覆うことができ、そのカメラシャーシ３Ｃに
形成されていて、ＰＳ基板６１、ＰＲ基板６２及びＣＴ基板６３等を支持するための構造
部（ネジ止め部や切欠き、穴等）が外部に全く表われなくなる。従って、上カメラケース
３Ａの全表面及び下カメラケース３Ｂの下面部３Ｂ 1  における左右一対の段差部３Ｂ 2  の
間の表面がカメラケース３の外側に露出される体裁面となり、左右一対のカメラシャーシ
３Ｃは外装部品としての拘束を受けずに済み、これらのカメラシャーシ３Ｃはシャーシ構
造部の機能を果たすことができる。
【００１７】
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一方、構造的には、下カメラケース３Ｂにおける下面部３Ｂ 1  に対する左右一対の段差部
３Ｂ 2  の曲げ加工及び左右一対のカメラシャーシ３Ｃの曲げ加工によって、この下カメラ
ケース３Ｂが高強度、高剛性に構成されていて、この下カメラケース３Ｂがカメラケース
３の骨子に構成されている。そして、この下カメラケース３Ｂの外側に挿入した上カメラ
ケース３Ａの左右一対の下面部３Ａ 3  を下カメラケース３Ｂの左右一対の段差部３Ｂ 2  の
下側に回り込ませた状態で、これら左右一対の下面部３Ａ 3  と段差部３Ｂ 2  の前後両端を
左右一対の止ネジ４５、４４によって締結することによって、実質的にはシャーシレス構
造でありながら、高強度、高剛性のカメラケース３を構成することができる。そして、カ
メラケース３の前端の上下はフロントパネル２のフロントパネルシャーシ２Ａの後端の４
隅に形成されている上下各一対のネジ止め部７７、７８に左右一対の止ネジ４４、４６に
よって脱着可能に締結される。
【００１８】
また、ＣＴ基板６３の後面にＢＮＣコネクター３１、２連の端子台３２、スイッチ３３、
ボリューム３４等がマウントされていて、リアパネル４にはこれら及びグランド引出し用
ネジ３８の挿通用の複数の窓穴８１が形成されている。また、このリアパネル４の内側面
である前面の左右両側には左右一対のネジ挿通用突起８２が一体成形されていて、上側に
はダボ８３を有する左右一対のダボ支持用突起８４が一体成形されていて、下側には左右
一対の挿入ガイド用リブ８５が一体成形されている。そこで、このリアパネル４の各一対
の突起８２及びリブ８５をカメラケース３の後端の内側に挿入して、左右一対のダボ８３
を上カメラケース３Ａの上面部３Ａ 1  に形成されている左右一対のダボ穴８６に嵌合して
位置決めし、左右一対の止ネジ４７を上カメラケース３Ａの左右両側部３Ａ 2  から挿入し
、リアパネル４の左右一対のネジ挿通用突起８２を挿通して左右一対のカメラシャーシ３
Ｃの後端に一体に形成されている左右一対のネジ止め部８７に締結することによって、リ
アパネル４がカメラケース３の後端に脱着可能に取り付けられている。そして、そのリア
パネル４の取り付けによってＣＴ基板６３にマウントされているＢＮＣコネクター３１、
端子台３２、スイッチ３３及びボリューム３４が複数の窓穴６９から後方に露出される。
なお、グランド引出し用ネジ３８は一方のカメラシャーシ３Ｃの後端に一体に形成された
ネジ止め部８８に取り付けられてリアパネル４の窓穴８１の１つに露出される。
【００１９】
（３）・・・　カメラケースの導通に関する説明
次に、図２３の（Ａ）に示すように、カメラケース３を構成している上カメラケース３Ａ
及び下カメラケース３Ｂには塗装剛板４０が使用されている。この塗装剛板４０とは、板
金４１の表面に予め指定された色の塗料を塗布した塗装層４２を形成し、裏面にはコーテ
ィング層４３が施されている。従って、板金４１をプレス加工した後に、別途防錆、体裁
のための処理を行う必要がなく、コスト的に非常に有利である。しかし、一般的に、裏面
に施されたコーティング層４３は板金４１に対する導電性があるものの、表面の塗装層４
２の塗料には絶縁材料が使用されることが多く、その塗装層４２は板金４１に対する導電
性がない。
【００２０】
従って、図２３の（Ｂ）に示すように、２枚の剛板４０を同方向に重ねた場合には、一方
の塗装剛板４０の裏面のコーティング層４３に他方の塗装剛板４０の表面の塗装層４２が
重なり、これら２枚の塗装剛板４０間に非導電性の塗装層４２が介在されてしまうことに
なるために、これら２枚の塗装剛板４０間の導電がとれなくなる。
【００２１】
そこで、上カメラケース３Ａ及び下カメラケース３Ｂにこの塗装剛板４０を使用した場合
、図１５～図１８で説明したように、これら上カメラケース３Ａ及び下カメラケース３Ｂ
の表面が体裁面に構成されることから、その塗装剛板４０の塗装層４２がこれら上カメラ
ケース３Ａ及び下カメラケース３Ｂの表面側に配置されて体裁面を構成し、コーティング
層４３がこれら上カメラケース３Ａ及び下カメラケース３Ｂの内側に配置されることにな
る。
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【００２２】
しかし、図２４の（Ａ）に示すように、その塗装剛板４０で構成した上カメラケース３Ａ
と下カメラケース３Ｂを同一方向に重ねて、これらを止ネジ４５で締結しても、間に介在
された非導電性の塗装層４２によってこれら上カメラケース３Ａと下カメラケース３Ｂ間
の導通がとれない。また、図２４の（Ｂ）に示すように、上カメラケース３Ａと下カメラ
ケース３Ｂを同一方向に重ねた状態で、金属のフロントパネルシャーシ２Ａ等に止ネジ４
４で共締めしようとしても、やはり、間に介在された非導電性の塗装層４２によって上カ
メラケース３Ａ、下カメラケース３Ｂ及びフロントパネルシャーシ２Ａ間の導通がとれな
いと言う問題がある。
【００２３】
そこで、このＣＣＤカメラ１では、図１９に示すように、上カメラケース３Ａの左右一対
の下面部３Ａ 3  を下カメラケース３Ｂの左右一対の段差部３Ｂ 2  の下側に回り込ませて、
これら左右一対の下面部３Ａ 3  と段差部３Ｂ 2  を挿通した左右一対の金属の止ネジ４４に
よって金属のシャーシであるフロントパネルシャーシ２Ａの左右一対のネジ止め用突起７
７に共締めによって締結する箇所では、図２０の（Ａ）に示すように、上カメラケース３
Ａの左右一対の下面部３Ａ 3  部分において、塗装剛板４０に形成した締結用穴９１の周囲
を塗装層４２とは反対側であるコーティング層４３側であって、その上カメラケース３Ａ
の内側に向く方向に塗装剛板４０の板厚Ｔ 1  の２倍以上の高さＴ 2  に絞り出し、下カメラ
ケース３Ｂの左右一対の段差部３Ｂ 2  部分には上記締結用穴９１の外径Ｄ 1  より大径の内
径Ｄ 2  に形成された締結用穴９２を形成しておく。
【００２４】
そこで、図２０の（Ｂ）に示すように、上カメラケース３Ａの左右一対の下面部３Ａ 3  の
左右一対の締結用穴９１を下カメラケース３Ｂの左右一対の段差部３Ｂ 2  の左右一対の締
結用穴９２内に下方から挿入し、これらに下方から挿入された左右一対の止ネジ４４をフ
ロントパネルシャーシ２Ａの左右一対のネジ止め用突起７７のネジ止め用穴９３内に捩じ
込んで、左右一対の下面部３Ａ 3  と段差部３Ｂ 2  を共締めによって左右一対のネジ止め用
突起７７に締結すると、これら上カメラケース３Ａと下カメラケース３Ｂとの間に非導電
性の塗装層４２が介在されるものの、上カメラケース３Ａは内側に絞り加工された締結用
穴９１の周囲９１ａの先端面９１ｂにて板金４１がフロントパネルシャーシ２Ａに直に接
触されて、その上カメラケース３Ａがフロントパネルシャーシ２Ａに対して導通される。
また、下カメラケース３Ｂは内側の導電性のコーティング層４３によってフロントパネル
シャーシ２Ａに対する導通が確保される。
【００２５】
また、図２１に示すように、上カメラケース３Ａの左右一対の下面部３Ａ 3  を下カメラケ
ース３Ｂの左右一対の段差部３Ｂ 2  の下側に回り込ませて、これら左右一対の下面部３Ａ

3  と段差部３Ｂ 2  を左右一対の金属の止ネジ４５によって締結する箇所では、図２２の（
Ａ）に示すように、上カメラケース３Ａの左右一対の下面部３Ａ 3  において、塗装剛板４
０に形成した締結用穴９４の縁９４ａを塗装層４２より外方へ極く僅かな高さＴ 3  だけ盛
り上げておく。
【００２６】
すると、図２２の（Ｂ）に示すように、上カメラケース３Ａの左右一対の下面部３Ａ 3  の
左右一対の締結用穴９４に下方から挿入した左右一対の止ネジ４５を下カメラケース３Ｂ
の左右一対の段差部３Ｂ 2  に形成した左右一対のネジ止め用穴９５に捩じ込んで、これら
左右一対の下面部３Ａ 3  と段差部３Ｂ 2  を締結する際に、その左右一対の締結用穴９４の
縁９４ａ部分にて、上カメラケース３Ａの表面の塗装層４２がこれらの止ネジ４５で削り
取られるように剥離されて、上カメラケース３Ａと下カメラケース３Ｂとの間に非導電性
の塗装層４２が介在されているにも拘らず、これら上カメラケース３Ａと下カメラケース
３Ｂの板金４１どうしが金属の止ネジ４５によって導通されることになる。
【００２７】
以上により、上カメラケース３Ａ及び下カメラケース３Ｂに塗装剛板４０を使用しても、

10

20

30

40

50

(7) JP 3948111 B2 2007.7.25



これらを同一方向に重ねてネジ止めするだけの極めて簡単な締結方法を用いながら、これ
ら上カメラケース３Ａ、下カメラケース３Ｂ及びフロントパネルシャーシ２Ａの締結箇所
にて、これら相互間の導通をとることができる。従って、上カメラケース３Ａ及び下カメ
ラケース３Ｂに塗装剛板４０を用いたために、これらをアース線等の導通のための専用部
品を用いて導通させる必要がなく、大幅なコストダウンを図ることができる。なお、最終
的に、カメラシャーシ３Ｃに締結されるグランド引出し用ネジ３８に締結されるアース手
段によってフロントパネルシャーシ２Ａ、上カメラケース３Ａ及び下カメラケース３Ｂが
グランドに落されることになる。
【００２８】
（４）・・・　フロントパネルの説明
次に、図１２、図２５～図２７に示すように、フロントパネル２を構成しているダイカス
ト部品であるフロントパネルシャーシ２Ａと、モールド部品であるフロントパネルカバー
２Ｂとは共に光軸Ｐに対して直角状の前面壁１０１、１０２、これらの前面壁１０１、１
０２の外周の後方側に形成された外周壁１０３、１０４が一体に形成されている。そして
、フロントパネルシャーシ２Ａの前面壁１０１の前側で、光軸Ｐの外周に環状のレンズマ
ウント面５が一体成形されていて、フロントパネルカバー２Ｂの前面壁１０２で光軸Ｐの
外周にはそのレンズマウント面５が嵌合される円形穴１０５が形成されている。そして、
フロントパネルシャーシ２Ａの前面壁１０１の後側で光軸Ｐの外周に円筒部２５が一体成
形されていて、外周壁１０３の後端の四隅に上下各一対、合計４つのネジ止め部７７、７
８が一体成形されている。そして、フロントパネルシャーシ２Ａの外周壁１０３の一方の
側面には押ネジ取付部１０６が一体成形されていて、その押ネジ取付部１０６に対向され
た押ネジ挿入穴１０７がフロントパネルカバー２Ｂの一方の側面に形成されている。
【００２９】
そして、フロントパネルシャーシ２Ａの外側にフロントパネルカバー２Ｂを被せて、これ
ら両者を一体に結合する４つの結合手段１０８がこれらの前面壁１０１、１０２間で円筒
部２５の外周の四隅に一体成形されている。
【００３０】
即ち、これらの結合手段１０８はモールド部品であるフロントパネルカバー２Ｂ側に光軸
Ｐと平行状に一体成形された弾性を有する板形状の係止爪１０９と、ダイカスト部品であ
るフロントパネルシャーシ２Ａ側に一体成形された非弾性で板形状の爪止め部１１０とに
よって構成されていて、図２７の（Ａ）（Ｂ）に示すように、係止爪１０９をフロントパ
ネルシャーシ２Ａに形成された係止爪挿入穴１１１に相対的に挿入して、その係止爪１０
９の弾性を利用して、その係止爪１０９の先端１０９ａを爪止め部１１０の先端１１０ａ
に係止することによって、フロントパネルシャーシ２Ａとフロントパネルカバー２Ｂを一
体に結合させるように構成したものである。なお、係止爪１０９の先端１０９ａには爪止
め部１１０の呼び込み用の傾斜面１０９ｂが形成されている。
【００３１】
この際、図２８に示すように、係止爪１０９の先端１０９ａに形成した直角状の段部１０
９ｃを爪止め部１１０の先端１１０ａに係合させる構造では、その段部１０９ｃの高さＨ

1 1と、爪止め部１１０の先端１１０ａの高さＨ 1 2とを設計する場合に、Ｈ 1 1＝Ｈ 1 2の時に
限って係止爪１０９と爪止め部１１０の理想の係合が得られる。しかし、フロントパネル
カバー２Ｂ及びフロントパネルシャーシ２Ａに係止爪１０９及び爪止め部１１０を金型成
形する際に、Ｈ 1 1＝Ｈ 1 2に金型寸法を合せ込むのは大幅なコストアップを招いてしまう。
従って、通常の金型成形では、Ｈ 1 1＜Ｈ 1 2やＨ 1 1＞Ｈ 1 2の寸法公差が発生し易く、Ｈ 1 1＜
Ｈ 1 2では係止爪１０９と爪止め部１１０との間に光軸Ｐ方向のガタが生じ、また、Ｈ 1 1＞
Ｈ 1 2では係止爪１０９と爪止め部１１０の係合不能を招いてしまう。
【００３２】
そこで、このＣＣＤカメラ１では、図２７の（Ａ）に示すように、フロントパネルシャー
シ２Ａとフロントパネルカバー２Ｂとの係合方向である光軸Ｐ方向に対して傾斜された係
合用傾斜面１０９ｄを係止爪１０９の先端１０９ａに一体成形し、かつ、その係合用傾斜
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面１０９ｄの最小高さＨ 1 3と最大高さＨ 1 4を爪止め部１１０の先端１１０ａの高さＨ 1 2に
対してＨ 1 3＜Ｈ 1 2、Ｈ 1 4＞Ｈ 1 2の寸法に設定した。
【００３３】
以上により、図２７の（Ｂ）に示すように、係止爪１０９と爪止め部１１０とを係合させ
た時に、爪止め部１１０の先端１１０ａが常に係止爪１０９の係合用傾斜面１０９ｄの最
小高さＨ 1 3と最大高さＨ 1 4の範囲内で係合されることになり、その係合用傾斜面１０９ｄ
によって発生される矢印ａ、ｂ方向の相互引っ張り力によって、フロントパネルシャーシ
２Ａとフロントパネルカバー２Ｂを矢印ａ、ｂ方向から相互に引き寄せるようにして、ガ
タなく、高精度に結合することができて、係止爪１０９と爪止め部１１０の成形時の寸法
公差を大幅に許容することが可能になる。なお、この結合手段１０８を構成する係止爪１
０９と爪止め部１１０はフロントパネルシャーシ２ａとフロントパネルカバー２Ｂの何れ
の側に形成しても良い。
【００３４】
（５）・・・　コネクター及び端子台の説明
次に、、先願例のＣＣＤカメラ１では、図３１に示すように、リアパネルの骨子であるリ
アパネルシャーシ３５に金属ナット３６で締結し、そのＢＮＣコネクター３１の足３１ａ
に信号を伝えるハーネス類が半田付けやコネクター形式で取り付けている。また、図３２
に示すように、端子台３２に関しては、多連の端子台を所定の端子数に切断して使用して
いるために、この端子台３２１には位置決めピンを形成することができず、所定の端子数
に切断した端子台３２をプリント基板３７に半田ディップする際に、その端子台３２自身
の足３２ａを位置決めピンに利用してプリント基板３７の穴との嵌合により位置決めを行
っている。そして、その端子台３２が半田ディップされたプリント基板３７をリアシャー
シ３５にネジ止めしていた。
【００３５】
従って、この先願例のＣＣＤカメラ１では、カメラ製造工程において、ＢＮＣコネクター
３１をリアパネルシャーシ３５に金属ナット３６で締結するだけでも、専用工具を用いて
規定トルクで締結しなければならない上に、ハーネス類を半田付けする作業等の煩雑な作
業が必要であった。また、端子台３２はＢＮＣコネクター３１の組立工程とは完全に切り
離されてプリント基板３７に半田ディップされる上に、その際に、端子台３２自身の足３
２ａを位置決めピンに利用してプリント基板３７の穴との嵌合により位置決めする方法で
は、位置決め精度が低く、端子台３２に傾き等の位置ずれが発生し易いために、専用の治
具を使用して位置決め精度を確保していて、やはり、面倒な作業になっていた。
【００３６】
つまり、先願例のＣＣＤカメラ１のカメラ製造工程では、ＢＮＣコネクター３１と端子台
３２をプリント基板３７等に１工程で組み立て、これらＢＮＣコネクター３１と端子台３
２をフレキシブルプリント基板等によって所定の回路に簡単に接続するようなことが全く
できず、組み立ての作業時間が多くかかり、コストアップを招いていた。
【００３７】
そこで、本発明では、図２９及び図３０に示すように、単一部品であるコネクター基台１
２１を合成樹脂等によって成形し、そのコネクター基台１２１の上端側にＢＮＣコネクタ
ー３１を一体に形成し、そのコネクター基台１２１の下端側に２連の端子台３２を一体に
形成した。そして、このコネクター基台１２１のＣＴ基板６３への取付面１２１ａの上下
両端には一対の位置決めピン１２２が一体成形されていて、このコネクター基台１２１の
ＢＮＣコネクター３１と端子台３２との間にはネジ止め用穴１２３が形成されている。
【００３８】
従って、本発明では、図３０の（Ａ）に示すように、コネクター基台１２１の一対の位置
決めピン１２２をプリント基板であるＣＴ基板６３に形成した一対の位置決めピン穴１２
４に係合させることによって、そのコネクター基台１２１に対して簡単、かつ、高精度に
位置決めすることができる。そして、ＢＮＣコネクター３１及び端子台３２の足３１ａ、
３２ａをＣＴ基板６３に半田ディップ等によって１工程で半田付けすることができる。な
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お、ＢＮＣコネクター３１に対するケーブルの抜き差し等で、過剰な応力、ストレスがＣ
Ｔ基板６３への足３１ａ、３２ａの半田付け箇所に直接加わることがないように、ＣＴ基
板６３に形成したネジ挿入穴１２５から挿入した止ネジ１２６をコネクター基台１２１の
ネジ止め用穴１２３に捩じ込んで締結することにより、上記の過剰な応力、ストレスをＣ
Ｔ基板３６全体で受け止めて、足３１ａ、３２ａの半田付け箇所の剥離等を未然に防止し
ている。そして、コネクター基台１２１にＢＮＣコネクター３１及び端子台３２を一体に
形成して、これらの足３１ａ、３２ａをＣＴ基板６３に直接半田付けしたことによって、
リアパネル４のシャーシレス化を図ることが可能となり、前述したように、ＣＴ基板６３
をスリット７４で位置決めし、左右一対の止ネジ７５によって左右一対のカメラシャーシ
３ｃの後端に簡単にネジ止めすることができる。そして、ＣＴ基板６３とＰＳ基板６１や
ＰＲ基板６２等との間をフレキシブルプリント基板等を用いたコネクター方式で簡単に接
続することによって、ＢＮＣコネクター３１と端子台３２をこれらＰＳ基板６１やＰＲ基
板６２等の所定の回路に簡単に接続することができる。
【００３９】
（６）・・・　フランジバック距離調整機構の説明
次に、図４９及び図５０に示すように、先願例のＣＣＤカメラ１のフランジバック距離調
整機構１１では、ＣＣＤホルダー１３の一対のカム従動部１５のそれぞれに光軸Ｐ方向の
高さＨ 1  、Ｈ 2  が異なる２本のカム従動用リブ１５ｃを放射状に一体成形して、これら２
本のカム従動用リブ１５ｃを一対のカム圧着バネ１７によって調整リング１４の一対のカ
ム１６に形成されていて光軸Ｐ方向における高さ及び傾斜角度が異なる３つのカム傾斜面
１６ａ、１６ｂ、１６ｃに矢印ｂ方向から圧着させていた。
【００４０】
従って、この先願例のＣＣＤカメラ１におけるフランジバック距離調整機構１１では、調
整リング１４の円周方向に２分割された一対のカム１６におけるそれぞれのカム傾斜面１
６ａ、１６ｂ、１６ｃに対してＣＣＤホルダー１３の円周方向に２分割された一対のカム
従動部１５の合計４つのカム従動用リブ１５ｃを接触させた４点接触方式で、ＣＣＤホル
ダー１３の平衡を保つように設計したものであるが、この４点接触方式では、実際には、
４点が常時接触しているのではなく、４点のうちの３点が代わる代わる接触することによ
って平衡を保つものであり、４点のうちの１点は常に浮いてしまうことになる。従って、
４点のうちのどの３点で平衡を保つかによってＣＣＤホルダー１３に微細な振れが発生し
てしまう。
【００４１】
また、調整リング１４の３つのカム傾斜面１６ａ、１６ｂ、１６ｃのうち、微調整用の緩
斜面に形成されているカム傾斜面１６ａ、１６ｂと粗調整用の急斜面に形成されているカ
ム傾斜面１６ｃとでは傾斜角度が異なっていて、一対のカム従動部１５における２つのカ
ム従動用リブ１５ｃの高さＨ 1  、Ｈ 2  はカム傾斜面に合せて設計されているので、これら
２つのカム従動用リブ１５ｃはそのカム傾斜面１６ａ、１６ｂ上では安定するものの、急
斜面に形成されているカム傾斜面１６ｃ上では不安定になる。更に、図５０の（Ｂ）に示
すように、その２つのカム従動用リブ１５ｃがカム傾斜面１６ａと１６ｂ及び１６ｃと１
６ｂとの傾斜が切り替わる点１６ｄで跨がる時には、一対のカム従動部１５に無理な傾き
力が生じて、ＣＣＤホルダー１３が不安定な状態に陥る。そして、ＣＣＤホルダー１３に
発生する振れ等の不安定要素は、即ＣＣＤ１２の面振れとなり、画質の劣化につながるの
で、重大な問題である。
【００４２】
そこで、図３３～図４７に示すように、本発明のＣＣＤカメラ１におけるフランジバック
距離調整機構１１では、モールド部品で構成された調整リング１４のフロントパネル２側
の側面１４ａで、その内周に円周方向に３分割された３つのカム１６をラセン状に一体成
形し、モールド部品で構成されたＣＣＤホルダー１３の外周に円周方向に３分割された３
つのカム従動部１５を放射状に一体成形し、３つのカム圧着バネ１７によってＣＣＤホル
ダー１３の３つのカム従動部１５を調整リング１４の３つのカム１６に矢印ｂ方向から平
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行状に圧着させている。しかも、ＣＣＤホルダー１３の３つのカム従動部１５は光軸Ｐに
対して直角状で、そのＣＣＤホルダー１３のほぼ中心から放射状に一体成形されたバネ受
板１５ａと、そのバネ受板１５ａのフロントパネル２側の側面のほぼ中央部に一体成形さ
れたバネ係止部１５ｂと、そのバネ受板１５ａのリアパネル４側の側面のほぼ中央部に放
射状に一体成形された単一のカム従動用リブ１５ｃとを備えている。
【００４３】
そして、３つのカム圧着バネ１７の後端を３つのカム従動部１５のバネ係止部１５ｂにそ
れぞれ係止して、これら３つのカム圧着バネ１７の圧縮反発力によって３つのバネ受板１
５ａを調整リング１４に対して矢印ｂ方向に押圧することによって、ＣＣＤホルダー１３
の外周の３分割された３つのカム従動用リブ１５ｃを調整リング１４の円周方向に３分割
された３つのカム１６に矢印ｂ方向から平行状に圧着させることができる。従って、ＣＣ
Ｄホルダー１３の１つのカム従動用リブ１５ｃが調整リング１４の１つのカム１６に対応
しており、ＣＣＤホルダー１３の３つのカム従動部１５を調整リング１４の３つのカム１
６に常に同じ３点で安定して接触させることができることから、ＣＣＤホルダー１３の平
衡を常に安定して維持することができる。
【００４４】
しかも、図４７に示すように、１つのカム従動用リブ１５ｃが１つのカム１６に対向され
ていることから、調整リング１４の回転調整によってＣＣＤ１２のフランジバック距離Ｌ
を調整する際、各カム従動用リブ１５ｃが各カム１６の微調整用の緩斜面に形成されてい
るカム傾斜面１６ａ、１６ｂと粗調整用の急斜面に形成されているカム傾斜面１６ｃ間を
円周方向に相対的に安定してスムーズに移動することができる。また、カム傾斜面１６ａ
と１６ｂ及び１６ｃと１６ｂとの傾斜が切り替わる点１６ｄでもカム従動用リブ１５ｃに
無理な傾き力は全く発生しない。従って、ＣＣＤホルダー１３には振れ等の不安定要素が
全く発生せず、ＣＣＤ１２の面振れ等による画質の劣化等の悪影響は皆無となり、常に安
定した画像を供給することができて、ビデオカメラとしての信頼性が非常に高いものとな
る。
【００４５】
また、図５３に示した先願例のＣＣＤカメラ１におけるフランジバック距離調整機構１１
では、一対のカム圧着バネ１７の圧縮反発力によってＣＣＤホルダー１３が矢印ｂ方向か
ら圧着される調整リング１４を受け止めるための専用部品であるリング押え板１８を使用
していて、このリング押え板１８をフロントパネル２の背面２ｂに一対のカム圧着バネ１
７の圧縮反発力に抗して４本の止ネジ２６でネジ止めしていたために、組立て時には、リ
ング押え板１８で調整リング１４を一対のカム圧着バネ１７の圧縮反発力に抗して矢印ａ
方向に押え込みながら、そのリング押え板１８を不安定な状態で、４本の止ネジ２６でフ
ロントパネル２の背面２ｃにネジ止めするか、或いは、専用の治具を作成して、その治具
でリング押え板１８を安定させながら、ネジ止めする必要があり、このリング押え板１８
のネジ止め作業が非能率的であることから、生産性の悪化を招いたり、修理時等における
分解作業も同様に面倒であり、しかも、専用部品であるリング押え板１８及び４本の止ネ
ジ２６を使用するために部品点数及び組立工数が多く、コスト高につくと言う問題があっ
た。
【００４６】
そこで、本発明のＣＣＤカメラ１におけるフランジバック距離調整機構１１では、調整リ
ング１４をフロントパネル２の内側にワンタッチで取り付けることができる構造を採用し
ている。
【００４７】
即ち、図３３～図４６に示すように、ダイカスト部品であるフロントパネルシャーシ２Ａ
に一体成形されている円筒部２５には円周方向に３分割された３つのガイド溝１３１が光
軸Ｐと平衡状に形成されていて、これら３つのガイド溝１３１は円筒部２５の後端（リア
パネル４側の端部）で開放されている。そして、フロントパネルシャーシ２Ａの前面壁１
０１の背面で、３つのガイド溝１３１内に３つのバネ係止部１３２が一体成形されていて
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、円筒部２５の後端の外周で３つのガイド溝１３１の同一方向の縁部位置には３つの係止
部である調整リング係止用突起１３３が一体成形されている。そして、調整リング１４の
内周で、３つのカム１６の高さが最も低いカム傾斜面１６ａに隣接する位置には、調整リ
ング１４の円周方向に３分割され、かつ、その調整リング１４の前後両側面１４ａ、１４
ｂ間を貫通する３つのスリット１３４が形成されている。そして、調整リング１４の３つ
のカム１６の円周方向の両端には一対の抜け落ち防止用ストッパー１３５、１３６が一体
成形されている。
【００４８】
そして、このフランババック距離調整機構１１は、図４５及び図４６に示す要領で簡単に
組み立てることができる。なお、図４６は原理を示す関係で直線状に展開して示している
。
即ち、まず、圧縮バネで構成されている３つのカム圧着バネ１７を３つのガイド溝１３１
内に矢印ａ方向から光軸Ｐと平行状に挿入して、これらの前端をフロントパネルシャーシ
２Ａの３つのバネ係止部１３２の外周に係止する。次に、フィルターブラケット２０、フ
ィルター２１、シールゴム２２、ＣＣＤブラケット２３及びＣＣＤ基板２４と一緒にＣＣ
Ｄ１２が２本の止ネジ１３７によって予め組み付けられているＣＣＤホルダー１３の３つ
のカム従動部１５を円筒部２５の３つのガイド溝１３１内に矢印ａ方向から挿入して、３
つのカム従動部１５の３つのバネ係止部１５ｂを３つのカム圧着バネ１７の後端に係合す
る。
【００４９】
そして、最後に、調整リング１４を円筒部２５の外周に矢印ａ方向から挿入するが、この
際、図４５の（Ａ）に示すように、３つのスリット１３４を３つの調整リング係止用突起
１３３に合せてから、その調整リング１４を円筒部２５の外周に矢印ａ方向から挿入する
。すると、図４６の（Ａ）に示すように、３つのカム１６の一端側に形成されている３つ
のストッパー１３５が３つのカム従動部１５のカム従動用リブ１５ｃに矢印ａ方向から当
接されて、３つのカム従動部１５によって３つのカム圧着バネ１７が矢印ａ方向に圧縮さ
れる。
【００５０】
そこで、調整リング１４を３つのカム圧着バネ１７の圧縮反発力に抗して引き続き矢印ａ
方向に挿入して、図４６の（Ａ）に示すように、調整リング１４の後側面１４ｂが３つの
調整リング係止用突起１３３より矢印ａ方向まで前進された位置で、図４５の（Ｂ）及び
図４６の（Ｂ）に示すように、調整リング１４を指定された円周方向である矢印ｃ方向に
少し回転する。すると、３つのカム圧着バネ１７の圧縮反発力によって３つのカム従動部
１５のカム従動用リブ１５ｃがストッパー１３５上から３つのカム１６のカム傾斜面１６
ａ上に矢印ｂ方向に落ち込んで圧着されると共に、その３つのカム圧着バネ１７の圧縮反
発力によって調整リング１４全体が矢印ｂ方向に押圧されて、その調整リング１４のリア
パネル４側の側面１４ｂが３つの調整リング係止用突起１３３に矢印ｂ方向から当接され
て安定され、一連の組立てが完了する。
【００５１】
以上、要するに、図４５の（Ａ）に示すように、円筒部２５の３つの調整リング係止用突
起１３３に対して調整リング１４を３つのスリット１３４によって矢印ａ方向に挿入した
後、図４５の（Ｂ）に示すように、調整リング１４を円筒部２５の外周で矢印ｃ方向に回
転するだけのワンタッチ操作で、調整リング１４を円筒部２５の外周に極めて簡単に取り
付けることができる。そして、このフランジバック距離調整機構１１では、先願例のそれ
のようなリング押え板１８なる専用部品を廃止することができ、かつ、面倒なリング押え
板１８のネジ止め作業も不要にして、調整リング１４のワンタッチ取付を可能にしたこと
で、部品点数及び組立工数の削減による大幅なコストダウンを図ることができると共に、
そのフランジバック距離調整機構の組立、分解性を著しく向上することができた。
【００５２】
ところで、図４６の（Ｂ）に示した組立て完了状態で、調整リング１４を矢印ｄ方向に逆
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回転しようとすると、３つのストッパー１３５が３つのカム従動用リブ１５ｃの側面に当
接されてその回転が阻止されるので、調整リング１４が振動等によって矢印ｄ方向に逆回
転されて、３つのスリット１３４の位相が３つの調整リング係止用突起１３３に一致され
たために、調整リング１４が３つのカム圧着バネ１７の圧縮反発力によって３つの調整リ
ング係止用突起１３３から矢印ｂ方向に不用意に脱落することを未然に防止することがで
きる。
【００５３】
次に、図４６の（Ｂ）の状態から調整リング１４を矢印ｃ方向に回転調整すると、図４６
の（Ｃ）に示すように、３つのカム１６のカム形状によってＣＣＤホルダー１３が３つの
カム圧着バネ１７の圧縮反発力に抗して矢印ａ方向に平行状に押し上げられて行き、最終
的には図４６の（Ｄ）に示すように、３つのカム１６の反対側のストッパー１３６が３つ
のカム従動用リブ１５ｃの側面に当接して回転が不能になる。そして、調整リング１４の
矢印ｃ方向の回転調整によってＣＣＤ１２のフランジバック距離が縮小側に調整されるこ
とになる。
【００５４】
また、図４６の（Ｄ）の状態から調整リング１４を矢印ｄ方向に逆回転調整すると、図４
６の（Ｅ）に示すように、３つのカム１６のカム形状によってＣＣＤホルダー１３が３つ
のカム圧着バネ１７の圧縮反発力によって矢印ｂ方向に平行状に押し戻されて行き、最終
的には図４６の（Ｆ）に示すように、３つのカム１６のストッパー１３５が３つのカム従
動用リブ１５ｃの側面に当接して回転が不能になる。そして、調整リング１４の矢印ｄ方
向の回転調整によってＣＣＤ１２のフランジバック距離Ｌが拡大側に調整されることにな
る。
【００５５】
（７）・・・　ロック部材の説明
次に、図３３、図３９及び図４２に示すように、調整リング１４の３つのカム１６の最も
低いカム傾斜面１６ａの外周位置にロック部材圧着用テーパー面１４１が同心状に一体成
形されている。そして、このテーパー面１４１に押ネジ２７によって圧着及び離間される
ロック部材１９がフロントパネルシャーシ２Ａにおける押ネジ取付部１０６の内側に組み
込まれている。
【００５６】
そして、図４８に示すように、このロック部材１９は弾力性を有する合成樹脂等によつて
一体成形されたものであって、このロック部材１９は、調整リング１４のテーパー面１４
１に圧着される固定用シュー１４２と、リテーナー機構としてのほぼＶ形に屈曲された一
対の戻しバネ１４３とによって全体として正面及び背面形状がほぼ門形に一体成形されて
いる。そして、固定用シュー１４２にはその弾力性を高めるための空洞部１４４が成形さ
れている。
【００５７】
そして、図３３及び図４２に示すように、このロック部材１９は一対の戻しバネ１４３で
フロントパネルシャーシ２Ａの押ネジ取付部１０６の両側を跨ぐようにして、その一対の
戻しバネ１４３をフロントパネルシャーシ２Ａとフロントパネルカバー２Ｂとの間の隙間
１４５内に矢印ｂ方向から挿入されて、固定用シュー１４２が押ネジ取付部１０６と調整
リング１４のテーパー面１４１との間に組み込まれる。そこで、フロントパネルカバー２
Ｂの押ネジ挿入穴１０７から挿入した押ネジ２７をフロントパネルシャーシ２Ａの押ネジ
取付部１０６に取り付け、その押ネジ２７の先端でロック部材１９の固定用シュー１４２
を矢印ｅ方向に締め付けると、固定用シュー１４２が一対の戻しバネ１４３の曲げ反発力
に抗して調整リング１４のテーパー面１４１に矢印ｅ方向から圧着されて、調整リング１
４が回転不能状態にロックされる。
【００５８】
一方、押ネジ２７を矢印ｆ方向に緩めると、ロック部材１９の一対の戻しバネ１４３の曲
げ反発力によって固定用シュー１４２が調整リング１４のテーパー面１４１から矢印ｆ方
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向に離間されて、調整リング１４の回転が可能となる。
【００５９】
そして、このロック部材１９の固定用シュー１４２と一対の戻しバネ１４３を弾力性を有
する合成樹脂等によって一体成形したことによって、これら固定用シュー１４２と一対の
戻しばね１４３を単一部品に構成することができて、これら固定用シュー１４２と戻しバ
ネ１４３を合成樹脂と板バネ等の別部品で構成して一体に組み付けたものに比べて、部品
点数及び組立工数の削減によるコストダウンを図ることができた。
【００６０】
以上、本発明の実施の形態について述べたが、本発明は上記した実施の形態に限定される
ことなく、本発明の技術的思想に基づいて各種の変更が可能である。例えば、本発明はＣ
ＣＤカメラに限定されることなく、その他の各種ビデオカメラや各種の電子機器に適用可
能である。
【００６１】
【発明の効果】
以上のように構成された本発明のビデオカメラは、次のような効果を奏することができる
。
【００６２】
請求項１は、撮像素子ホルダーのカム従動部を調整リングのカムに常に３点で接触させて
、撮像素子ホルダーの平衡を常に安定して維持することができるようにしたので、撮像素
子の平衡を安定して保つことができ、面振れ等なく、常に安定した画像を供給することが
できて、ビデオカメラの信頼性を向上できる。
【００６３】
請求項２は、フロントパネルの円筒部内に撮像素子ホルダーの外周に形成された３つのカ
ム従動部を挿入し、その円筒部の外周に挿入した〃のラセン状の３つのカムに撮像素子ホ
ルダーの３つのカム従動部を３つのカム圧着バネによって圧着させたので、３つのカム従
動部を３つのカムに３つのカム圧着バネによって安定良く３点接触させることができて、
撮像素子の平衡を常に安定して維持することができる。
【００６４】
請求項３は、カム従動部にバネ受板、バネ係止部及び１本のカム従動用リブを設けたので
、カム圧着バネの力をカム従動用リブに安定して伝達することができて、常に同じ３つの
カム従動用リブで撮像素子ホルダーを３つのカムに安定して３点接触させることができる
。従って、カムの緩斜面、急斜面やその緩斜面と急斜面との切り替り点等においても３つ
のカム従動部を３つのカムにスムーズに追従させることができて、撮像素子の平衡を安定
して維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したＣＣＤカメラの実施の形態を説明するためのカメラ全体を前方
から見た斜視図である。
【図２】本発明のＣＣＤカメラ全体を後方から見た斜視図である。
【図３】本発明のＣＣＤカメラ全体の側面図である。
【図４】本発明のＣＣＤカメラ全体の平面図である。
【図５】本発明のＣＣＤカメラ全体の下面図である。
【図６】本発明のＣＣＤカメラの背面図である。
【図７】本発明のＣＣＤカメラの図３におけるＡ－Ａ断面図である。
【図８】本発明のＣＣＤカメラの図７におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図９】本発明のＣＣＤカメラの図７におけるＣ－Ｃ断面図である。
【図１０】本発明のＣＣＤカメラの図７におけるＤ－Ｄ断面図である。
【図１１】本発明のＣＣＤカメラの図３におけるＥ－Ｅ断面図である。
【図１２】本発明のＣＣＤカメラのフロントパネルの分解斜視図である。
【図１３】本発明のＣＣＤカメラのカメラケースの分解斜視図である。
【図１４】本発明のＣＣＤカメラのリアパネル、ＣＴ基板及びカメラシャーシの分解斜視
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図である。
【図１５】本発明のＣＣＤカメラの上カメラケースの正面図である。
【図１６】本発明のＣＣＤカメラの上カメラケースの側面図及び正面図である。
【図１７】本発明のＣＣＤカメラの下カメラケースの下面図である。
【図１８】本発明のＣＣＤカメラの下カメラケースの側面図及び下面図である。
【図１９】本発明のＣＣＤカメラの図５におけるＦ－Ｆ断面図である。
【図２０】本発明のＣＣＤカメラの上カメラケースと下カメラケースをフロントパネルシ
ャーシに共締めにて締結する箇所の詳細を説明する拡大断面図である。
【図２１】本発明のＣＣＤカメラの図５におけるＧ－Ｇ断面図である。
【図２２】本発明のＣＣＤカメラの上カメラケースと下カメラケースの締結箇所の詳細を
説明する拡大断面図である。
【図２３】２枚の塗装剛板どうしの接触による不導通を説明する拡大断面図である。
【図２４】２枚の塗装剛板のネジによる締結時の不導通を説明する拡大断面図である。
【図２５】本発明のＣＣＤカメラのフロントパネルにおけるフロントパネルシャーシとフ
ロントパネルカバーの結合手段を説明するための背面図である。
【図２６】本発明のＣＣＤカメラの図２５におけるＨ－Ｈ断面図である。
【図２７】本発明のＣＣＤカメラにおける同上の結合手段を拡大して示した断面図である
。
【図２８】先願例のＣＣＤカメラ等における同上の結合手段を拡大して示した断面図であ
る。
【図２９】本発明のＣＣＤカメラのＢＮＣコネクターと端子台を拡大して示した正面図、
上面図及び下面図である。
【図３０】本発明のＣＣＤカメラの同上のＢＮＣコネクター及び端子台の背面図及び断面
図である。
【図３１】先願例のＣＣＤカメラのＢＮＣコネクター及びナットを拡大して示した一部切
欠き側面図及び正面図である。
【図３２】先願例のＣＣＤカメラの多連の端子台を説明する正面図、側面図及び端面図で
ある。
【図３３】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構機構全体の分解斜視図で
ある。
【図３４】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構におけるフロントパネル
シャーシを示した背面図である。
【図３５】本発明のＣＣＤカメラのフライバック距離調整機構の図３４におけるＩ－Ｉ矢
視での側面図である。
【図３６】本発明のＣＣＤカメラのフライバック距離調整機構の図３４におけるＪ－Ｊ矢
視での下面図である。
【図３７】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構のＣＣＤホルダーの正面
図、背面図及び側面図である。
【図３８】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構において円筒部内にＣＣ
Ｄホルダーを挿入した時の背面図である。
【図３９】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構の調整リングの側面図で
ある。
【図４０】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構の図３９のＫ－Ｋ矢視で
の正面図である。・
【図４１】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構の円筒部にＣＣＤホルダ
ー及び調整リングを組み付けた状態の背面図である。
【図４２】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構における図４１のＭ－Ｍ
断面図である。
【図４３】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構における図４１のＮ－Ｎ
断面図である。
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【図４４】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構の円筒部と調整リングの
分解斜視図である。
【図４５】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構の円筒部に対する調整リ
ングの組み付け方法を説明する斜視図である。
【図４６】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構における調整リングの組
み付けと、フランジバック調整動作を説明する調整リングのカムを直線状に展開して示し
た側面図である。
【図４７】図４６の要部を拡大して示した側面図である。
【図４８】本発明のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構における調整リングのロ
ック部材を示した正面図、背面図、上面図、下面図及び側面図である。
【図４９】先願例のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構におけるＣＣＤホルダー
のカム従動部を説明する正面図及び側面図である。
【図５０】先願例のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構における調整リングのカ
ムとＣＣＤホルダーのカム従動部とを説明する側面図である。
【図５１】先願例のＣＣＤカメラ全体を前方から見た斜視図である。
【図５２】先願例のＣＣＤカメラ全体を後方から見た斜視図である。
【図５３】先願例のＣＣＤカメラのフランジバック距離調整機構の分解斜視図である。
【符号の説明】
１はＣＣＤカメラ、２はフロントパネル、１１はフランジバック距離調整機構、１２は撮
像素子であるＣＣＤ、１３は撮像素子ホルダーであるＣＣＤホルダー、１４は調整リング
、１５はカム従動部、１５ａはバネ受板、１５ｂはバネ係止部、１５ｃはカム従動用リブ
、１６はカム、１６ａ、１６ｂ、１６ｃはカム傾斜面、１７はカム圧着手段で特許部カム
圧着バネ、２５は円筒部、１３１はガイド溝である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】
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【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

(26) JP 3948111 B2 2007.7.25



【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】 【 図 ４ ６ 】
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【 図 ４ ７ 】 【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】
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【 図 ５ １ 】 【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】
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